
 

 

 

 

 

1 研究主題について 

（１） 研究主題 

 

 

 

 

 

（２）主題設定の理由 

 現行の学習指導要領が、令和元年度からの移行

期間を経て、令和４年度入学生から年次進行で実

施され、４年が経過しようとしている。 

ここで改めて、現行学習指導要領のポイントと

して、次の３点を確認する。 

１「何のために学ぶのか」という学習の意義を共

有しながら、授業の創意工夫や教科書等の教

材の改善を引き出していけるよう、全ての教

科等において育成すべき資質・能力を、①知

識及び技能、②思考力、判断力、表現力等、

③学びに向かう力、人間性等の三つの柱で再

整理した。 

２「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善を行う。 

３学校全体として、教育内容や時間の適切な配

分、必要な人的・物的体制の確保、実施状況

に基づく改善などを通して、教育課程に基づ

く教育活動の質を向上させ、学習の効果の最

大化を図るカリキュラム・マネジメントの充実。 

 

 また、令和７年より次期学習指導要領の改訂に

向けて、中央教育審議会の検討が始まった。その

議事録には、現行学習指導要領の実施に関わる次

のような課題が示された。 

① 社会的期待と現状 

芸術系教科に対する社会的期待は、創造性や感

性の育成、文化芸術への親しみである。AI時代に

おいて、人間ならではの身体性や直観の価値が再

評価されている。現行学習指導要領は資質・能力

の三本柱を重視しているが、子供たちが学びの意

義を実感している割合は60％程度にとどまってい

る。この現状を踏まえ、なぜ芸術を学ぶのかとい

う問いを改めて共有する必要がある。 

② 課題と成果（概要） 

成果として、〔共通事項〕や「知識」を意識し

た授業改善の取組が浸透してきた。その一方、教

師主導の授業、自律的学習の不足、表現と鑑賞の

活動の関連の弱さが課題である。ICT活用や地域

連携の萌芽はあるが、まだ十分とは言えない。 

③ 課題の詳細（授業・評価） 

授業では、〔共通事項〕が形や色などの要素列

挙に偏りがちで、子供が自ら獲得する知識への転

換が不十分。鑑賞で「味わう」に届く条件づくり

も不足している。評価は結果中心から過程重視へ

の転換が求められている。 

④ 課題の詳細（ICT・文化・系統性） 

ICTやメディア芸術の活用ノウハウが不足して

おり、生活や地域に溢れる美術文化の教材化も不

十分。また、小・中・高の学びの積み重ねを見え

る化する仕組みが未整備。子供たちに求められる

資質・能力とは何かを社会と共有し、連携する

「社会に開かれた教育課程」を重視。 

 

 第1回教育課程部会芸術ワーキンググループに

より提示されたこれらの課題から、現行学習指導

要領における理解が不十分な観点が明らかにされ

た。そこで、その内容を今一度確認し、実装して

いくことにこそ価値があると考えた。 

 

（３）美術教育で育てたい生徒の姿 

 

 

 

 

 

 上記は、平成 30年告示の高等学校学習指導要

領を私なりの言葉で変換したものである。 

さらに、県の特性を生かした教育をするために

以下の工夫が考えられる。 

① 地域の美術文化（伝統工芸や現代作家）を授

業に取り入れる。（例：東濃焼き物、飛騨版

画など） 

令和7年度 学力向上総合推進事業＜高校芸術（美術）＞ 

授業力向上推進プロジェクト 実践報告書 

岐阜県教育委員会 教育研修課 

・創造する楽しさを味わえる人 

・感性と表現力の向上を求める人 

・美術と美術文化への好感的な理解ができ、

生涯にわたって関わり続けられる人 

資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・

対話的で深い学びの実現を図る授業の工夫 

～生徒一人一人の実態を見つめた授業改善を図る～ 



② 鑑賞活動で「対話型鑑賞」を行い、他者の感

じ方を共有する。 

③ ICT を活用して世界の美術作品に触れる。 

 

２ 研究内容について 

（１） 研究仮説 

 

 

 

 

 

 

 

この「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現

を図る指導の工夫」とは、以下 5つの視点のサイ

クルを、大きくは題材ごとに、小さくは活動内容

ごとに繰り返し検討をしていくことである。 

① どんな生徒なのか 

② どんな資質・能力を育成するのか 

③ どのような場・内容で行うか 

④ どのような手立てを用いるか 

⑤ どのような目指す姿になったか 

 

（２） 研究内容（参観の視点） 

 愛知県高等学校美術・工芸教育研究会へ参加

し、他県の実態についての理解を深めるととも

に、岐阜県へ生かすことを学ぶ。 

 

以下７つは参加時の視点である。本訪問とは直

接関わらない視点もあるが、参考のため示した。 

① 「なぜ芸術を学ぶのか」に対する実感を伴う

答えがもてるような題材設定の工夫 

資質・能力と社会のつながり 

② 主体的な学びを充実させる工夫 

より強く表したいことを心の中に思い描くた

めの主題を生成の工夫 

③ 表現と鑑賞の関わり方 

児童生徒が考える場面と教師が教える場面の

組み立て 

④ 生徒が自ら知識を獲得するための、〔共通事

項〕を意識した授業設計 

対話によって自分の考えなどを広めたり深め

たりする場面の設定 

⑤ 結果（作品）中心から過程重視へと転換した

指導と評価の在り方 

児童生徒自身の変容を自覚できる場面の設定 

⑥ ICT やメディア芸術の活用について 

⑦ 小・中・高の学びの積み重ねを見える化する

仕組み 

 

３ 実践より 

 

 

（以下は、授業を参観しての感想である。） 

本授業には、生徒が「芸術を学ぶ必然」を実感

するためのあらゆる工夫があると感じた。 

まず一つは、

生活や社会、さ

らには将来と関

係を持たせるこ

とで、「当事者

意識」を高めて

授業に臨んでい

る。 

また、授業者

は生徒の実態

（発達段階）を

十分に把握して

題材の計画及び

実施をされてい

る。授業後の研

究会にてが「生

徒が求めている

ものと実際に教

師が求めるもの

のバランスをい

つも考えてい

る。」と言われ

た。これは、決

して一朝一夕で

行えるものではなく、本当に難しい作業である。

私自身は、義務教育籍の人であり、小・中学校の

各学校には様々な能力差のある児童生徒がいる

が、基本的にどの学校もそのバランスは似たよう

なものである。しかし、高等学校の場合は、学校

の中にいる生徒の能力差にそれほど大きな違いは

ないかもしれないが、学校ごとの能力差は大きい

ことが想定される。 

このことから、何が言えるかというと、例えば

中学校の先生が、中学校の授業を参観したとし

て、「いいな」と思ったら、比較的まねをしやす

い。一方、高等学校では「いいな。」と思ったと

資質・能力の育成に向けて，生徒の主体的・

対話的で深い学びの実現を図る指導の工夫をす

ることで、創造する楽しさを味わい、感性と表

現力の向上を求め、美術と美術文化への好感的

な理解ができ、ひいては生涯にわたって関わり

続けられるようになるのではないか。 

実践事例１「私の家―建築模型」（美術Ⅱ） 



して、そのままの授業展開をしても、生徒の実態

が大きく違うことにより、うまくいかないことが

多々出てくるのである。 

つまり、授業者の「バランス」という言葉の中

には、「こういう生徒が多かったら授業をこうい

う風に変えるよ」という授業改善の工夫が潜んで

いると感じた。例えば、本題材の「建築模型」と

いう題材は、教科書では発想・構想に重きを置く

デザイン題材となっている。授業者が立案された

題材指導計画でいうと、「二次展開」までとな

る。普通の高校生ならばここまでで十分と言える

が、敢えてスチレンボードでの模型づくりまでを

設定している。それは、なぜなのか・・・。 

授業者は「絵画、彫刻、デザインなどの領域を

網羅した段階で、全ての力を発揮して建築模型に

挑戦してほしい。」と言われた。「模型をつくる」

ということは、建築可能なものでないと形を成す

ことができない。一方、出来上がった時には、よ

り現実的なものとなり、自分の願いと生活がつな

がり、身近な生活の一部として実感できるという

わけだ。つまり、それだけ日常や将来というとこ

ろに目を向けさせて、社会とのつながりを実感さ

せていると言える。また、それが可能な子たちだ

からこそできるとも言える。実際に授業者は「こ

の子たちだからこそ、こういった技能を身に付け

させたい。」と言われた。 

では、学校や生徒の実態に応じて、他校であっ

たり年度が変わり生徒の様相が変わったりした場

合には、どのような指導の工夫ができるのかを考

えてみた。 

 

題材設定での工夫 

・環境条件（環境、資金、地域性） 

・どこまで制作するか（構想アイデア、模型、

着色） 

・模型素材の工夫（粘土、厚紙、方眼紙） 

・建築物の種類（お店、ホテル、学校、公民

館、もちろん家も） 

 

授業（一単位時間）での工夫 

・鑑賞する資料 

・その資料の見せ方 

・見せる（見れる）タイミング 

・ワークシート 

・ＩＣＴの活用の仕方 

・最後のまとめ方 

これらのことを、各々の学校、学級の生徒を思

いながら、どういう工夫をすることで「わくわく

しながら力をつけていくことができるかな？」と

考えていくことが、「主体的・対話的で深い学

び」の実現に向けた授業改善なのだろうと思う。 

また、授業公開後の研究会で、「うちの学校に

はこういう子が多いから、この題材だったらこう

するかな。」のような交流が活発になると、「授業

をつくる（改善する）」教師の楽しさを味わうこ

とができそうだと思う。 

 

また余談になるが、帰宅後に高校 2年生の娘に

「余弦定理って分かるか？」と話をしたら、懇切

丁寧に説明をしてくれた。その後「じゃあ、数学

の問題以外で使ったことあるか？」と尋ねると、

「あるわけない。」と間髪入れずに答えた。しか

しながら、本授業である男子生徒は、スチレンボ

ードにびっしりと余弦定理の計算式を書き、その

理由を「きれいな模型を作りたいから。」と答え

てくれた。おそらくこの生徒にとっての余弦定理

は「数学のテストのため」ではなく、正確な形の

構造を知るための知識であり、模型を作るための

武器になっていると感じた。仮に、本題材がアイ

デアまでのものであったり、素材がスチレンボー

ドでなく粘土であったりしたら、この生徒は間違

いなく余弦定理を使っていなかったであろう。 

さらに翌日、職場の数学担当者にこの話をした

ら、「美術の授業でも、数学で扱う公式を使って

くれるなんて本当にうれしいし、数学以外で使う

ことで、理解が深まる。」と言っていた。本題材

に限ることではないが、このように他教科との関

連を図りながらカリキュラムマネジメントを進め

ることは、生きた知識を理解することができ、さ

らに社会とのつながりを実感することができる。 

 

 

 

「造創遊―造形ノートあいちー」は愛知県高等

学校美術・工芸教育研究会が 1年間の研究のまと

めとして発刊しているものである。冒頭の会長の

言葉から芸術教育を進めていく身として、仕事に

対する「誇らしさ」と「責任感」を改めて感じ

た。また、今後思い悩むであろう、生徒の多様

化、ＡＩの普及など社会の変化に対応した学びの

在り方について、アンテナを高くして世の流れに

気を配ることと、何よりも芸術教育の不易の価値

実践事例２「造創遊―造形ノートあいちー」より 



を常に見つめ続けることの大切さに気付かされ

た。 

４つの活動報告からは、高等学校 2名、特別支

援学校 2名の先生から様々な視点で発表されてい

ることに驚いた。 

一つは、題材のつながりを工夫して、資質・能

力の育成、主体性の向上を目指したカリキュラム

デザインがされていた。その中で、生徒の実態に

応じた評価規準を十分に練って考えることで、制

作を楽しんで行いながらも、完成作品に対する満

足感だけでなく、学習過程での自分の工夫に対す

る充実感が得られる事が分かった。 

二つは、異文化に触れた海外旅行記である。美

術教師はこう言った鑑賞活動や表現活動をしてい

くことが自己研鑽と言えるので、自己研鑽として

はこれだけで十分と言える。さらに教員研修とし

て「集団として学ぶ」のであれば、これをどのよ

うに生徒に伝えて、生徒がどんな反応をして、さ

らに美術の授業やその後にどんな風に影響をして

いったかを交流できればなおよいと思った。 

三つは、「美味しそうな天ぷら」をつくる特別

支援学校の食品サンプル題材である。作業工程や

注意事項が丁寧に書かれているので、自分の学校

ならどのように応用できるかを考えながら読むこ

とができるものになっていた。このような魅力的

な題材であれば、「高校生ならこんなことしたく

なるかも。」「うちの地域だったら・・・。」と活

発に交流する会を目指したいと思った。 

また、特別支援学校だからこそ、経験を通して

知識を得ることが多くあり、「湯煎とは何か」「ロ

ウはどんなものか」を知るきっかけとなる場面が

ある。さらに、下学年部にお店屋さんごっこをす

るような題材や行事があるならば、後輩も交えて

褒めてもらいながら振り返るのだろうと思った。

このように、特別支援教育の先生は、他題材や他

教科と知識をつなげたり、行事と教科をつなげた

りすることに長けていらっしゃると感じた。 

最後は、版画表現の広がりが紹介されていた。

感想交流で、理科的内容と関連付ければ・・・と

いう意見が出ていたが、学習指導要領の中に「感

性は、知性と一体化して人間性や創造性の根幹を

なすものであり、表現や鑑賞の活動を通して、価

値を感受し、想像力を働かせ豊かなイメージを創

出する際に働くもの」とある。つまり、理科的な

知識を獲得することで、自然物から感受するもの

が、ぼんやりと何となく感じているものが、少し

ずつはっきりとしていくのだろうと思った。 

 

 

 

 教員の働き方改革に伴い、各学校における部活

動の在り方が見直されている。しかしながら、単

に教員の働く時間を減らすために部活動の時間を

減らしていると考えるのは大きな誤解である。 

 時代の流れに伴って、人も環境も考え方も変わ

るため、当然、部活動の在り方も変えていかねば

ならない。そこで、よりよい在り方を模索してい

くことは教師として大切な営みである。 

 本稿では、様々な視点から執筆者が捉えた課題

に対して、部活動の取組とその関連が紹介されて

いる。授業改善と同様、部活動改善においても生

徒の実態、さらには地域や学校の実態を考慮しな

くてはならないので、全ての取組が全ての学校に

適用できるわけではないが、ヒントとなる要素が

散りばめられているので、以下に紹介する。 

・美術部は教科美術の探究の場となりうる。 

・美術部は多様な練習方法により、基本的な技

術を自ら習得していこうとする。 

・進捗状況の報告会を位置付け、個を振り返っ

たり、全体のレベルアップを図ったりする。 

・外部講師による指導・講義を充実する。 

・地域と連携した活動を充実する。 

 

４ まとめ 

 ここまで述べたものは、愛知県高等学校美術・

工芸教育研究会に参加して学んだ「授業改善」や

「部活動改善」の視点を紹介したに過ぎない。こ

れから、これらの視点を基にして、各学校で先生

方による授業改善をしていただくことで、「生徒

の○○力の向上が見られた」とか「生徒の発言が

増えた」などの成果につながると思う。また、授

業改善とは言うものの、必ずしも成果とはならず

「時間配分が難しい」「制作に消極的な生徒がい

る」など不十分な場合もある。そういった時にこ

そ、みんなで原因や改善策を探り合えるのが「教

科研究会」であろうと思う。 

 

参考：中央教育審議会初等中等教育分科会教育課

程部会芸術ワーキンググループ開催状況より 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/

chukyo3/113/index.html 

実践事例３「美術部の在り方について」 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/113/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/113/index.html

